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(Abstract)

Temperature and discharge of thermal waters in the Hakone volcano have been periodically

observed since 1967. Cl~content of thermal waters also has been observed since 1985. The present

report describes the fractuationof temperature and discharge of thermal waters at 9 stations,7 hot

springs,2 thermal water spots discharged from wells,1987-1989. The high temperature anomaly of

thermal waters happened in the eastern flankof Kamiyama since 1967,had been kept at thattempera-

ture until1977.

Temperature of the Sokokura hot springs issuing from the eastern end of the high temperature

stream (Zone HI) had dropped since 1975 and now has returned to the same level before the anoma-

lous temperature appeared. Annual trends (1984-1989) of temperature and discharge decreases are

calculatedby the leastsquare method. The resultare as follows.

(1) The temperature, discharge and Cl" contentof the Miyanoshita hot springs decreased by 1.4°C,

0.3 I /min and 35ppm in a year,respectively.

(2) The orificetemperature,discharge and Cl" content of the Sokokura hot springs decreased by 0.7-

6.0°C,0.2-1.1 I /min and 27~47ppm in a year,respectively.

Over-pumping of thermal water and of cold groundwater in Kowakudani, Ninotairaand Miyanoshita

areas,which are locatedin the easternflank of Kamiyama, caused of water level.
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１　はじめに

　箱根火山中央火口丘神山の束斜面にある温泉で、1967 （昭和42）年５月に温度が急に20°Cも上昇す

ると言う異常高温現象を呈した（大木ら、1968）。それ以来、温泉地学研究所は箱根火山の温泉の温

度と湧出量の定期的な観測を行い、1985 （昭和60）年からはc－濃度も観測し、季節変化や経年変化

などを調査している。

　これまでの調査結果は、広田ら（1969、1970、1971、1972、1973、1974、1975、1976、1977）、広

田（1978）、粟屋ら（1972）、大山ら（1980、1982、1985a）、平野ら（1988）の報告書にまとめられて

いる。温泉の異常高温現象は1977 （昭和52）年頃まで続き、以後しだいに温度が低下して、異常高温

現象前の状態に回復している。一部の源泉では異常高温以前より衰退している。

　この報告書、は1987 （昭和62）年～1989 （平成元）年の調査結果をまとめたものである。

　なお、湯本では1982 （昭和57）年から湯本３号泉、1987 （昭和62）年から湯本13号泉に温度等の記

録計を設置し、連続観測を始めたため、湯本地区の温泉の状況はこの２源泉で代表出来るとして、い

ままで測定していた湯本９号泉を観測井から除外した。

２　温泉観測井の状況

宮ノ下、底倉：宮ノ下の湧泉や底倉の蛇骨湧泉群は、神山の東麓に自然湧出する塩化物泉である。早

雲山の地下数百米から高温の塩化物泉（第Ⅲ帯の温泉）が強羅や小涌谷など三方向に流れ出ており、

宮ノ下や底倉はその一つの流れの末端に位置している（図１）。

　宮ノ下では元温泉村50号泉を調査している。底倉の蛇骨湧泉群では元温泉村62号、元温泉村63号、

図１　箱根温泉の観測位置



表１　観測源泉の詳細

温泉地 源泉 湧出地 標　高 井孔 湧出状況

宮ノ下

底倉

底倉

底倉

底倉

姥子

姥子

芦之湯

芦之･湯

元温泉村50号
元温泉村68号
元温泉村6号
元温泉村63　号
元温泉村28
・
29号合併泉

元元箱根村４号
元元箱根村20号
元芦之湯村１号
元芦之湯村９号

々　底倉字上の山364

ク　底倉273

々　底倉265番の10

ク　底倉265番の11

や　底倉271、底倉270

々　元箱根字姥子156

々　元箱根字姥子156

ク　芦之湯字芦苅

〃　芦之湯字芦苅73

415m

445 m

430 m

430 m

436 tn

887 m

887 m

852 m

865 m

　湧泉

　湧泉

　湧泉

　湧泉

　湧泉

　湧泉

深さ60m

　湧泉

深さ70 m

自　然　湧　出

自　然　湧　出

自　然　湧　出

自　然　湧　出

自　然　湧　出

自　然　湧　出

エアーリフトポンプ

自　然　湧　出

エアーリフトポンプ

元温泉村68号泉及び元温泉村28、29合併泉について調査している。

　元温泉村50号泉は三ヶ月湯と呼ばれ宮ノ下の奈良屋旅館の調理場内に自然湧出している。この源泉

湧出口の標高は415mである。

　元温泉村62号泉、元温泉村63号泉、元温泉村68号泉、元温泉村28、29号合併泉は底倉の蛇骨湧泉群

の源泉で蛇骨川右岸に湧出している。 68号泉は湧泉群の上端（標高445 m）の蛇骨川と車沢の合流点

近くに湧出している。その崖下の蛇骨川の滝壷の脇（標高436 m）から28号泉、29号泉が湧出し樋で

図２　箱根町立仙石原中学校の降水量



表２　箱根町立仙石原中学校の降水量（mm）

年

月

昭和59年

　(1984)

昭和60年

　(1985)

昭和61年

　(1986)

昭和62年

　(1987)

昭和63年

　(1988)

平成元年

　(1989)

平成２年

　(1990)

１
２

３
４
５

６
７
８
９
10
11
12

　70.6
105.9
132.3
100.0
111.5
436.5
187.8
180.6
114.5
200.6
109.1
　92.0

　30.6
266.0
466.2
327.0
247.8
798.9
178.4
342.4
240.0
178.5
176.3
　30.0

　57.1
　63.4
383.6
299.4
424.4
800.5
175.8
212.8
428.7
141.0
　48.8
211.4

149.8
103.1
248.5
100.1
399.0
290.5
340.3
228.9
351.7
209.5
112.7
　99.2

　53.1
　54.4

369.5
283.4
172.3
553.5
118.0
812.5
712.9
139.0
　62.9
　2.5

319.5
458.9
309.6
407.0
298.7
500.0
634.7
472.9
459.7
252.9
245.4
　45.1

110.1
336.3
199.1

計 1,841.4 3,282.1 2.746.9 2,633.3 3,433.7 4,404.4

合流槽に導かれている。滝壷から右岸を約60m下った標高430 mのところに62号泉、63号泉の湧出ロ

がある。

姥子：姥子では大涌谷噴気地帯からもたらされる酸性硫酸塩泉（第I帯の温泉）が湧出している。秀

明館の元元箱根村４号泉は姥子湧泉と呼ばれ、金太郎伝説にも登場する古くからよく知られた温泉で

ある。主な湧出ロは２つあり、一方を岩風呂、他方を水晶風呂と称している。湧出した温泉は浴室か

ら水路に導かれて排出されているので、水路に四角堰を設けて流量を測定している。

　かっての秀明館は渇水期に湧泉の湧出が止まると、エアーリフトポンプで深さ60mの井孔（元元箱

根村20号泉）から温泉を汲み上げていたが、今では年間を通してポンプで揚湯しているので、この源

泉の調査も行っている。

芦之湯：芦之湯は硫黄山噴気地帯の南東約800mに位置し、弱酸性の重炭酸塩硫酸塩泉（第n帯の温

泉）が湧出している。ここでは自然湧出している元芦之湯村１号泉（ｲ山液湯）とエアーリフトポンプ

で揚湯している元芦之湯村９号泉（深さ70m）を調査している。

３　降水量

　箱根町立仙石原中学校では生徒が1950 （昭和25）年から気象観測を続けており、同校から毎年発行

される観測年報はこの地域で大変高く評価されている（平野ら、1988）。図２と表２は仙石原中学校

観測年報の降水量である。 1950 （昭和25）年～1989 （平成元）の平均年間降水量は3,033mmである。

表２の年間降水量をみると、1984 {昭和59）年が1,841.4mmで、平均年間降水量に較べて、非常に少

なく、この年に芦ノ湖の水位が著しく下がり、深良用水の取水も一時中止された（平野、1989）。

　1987 （昭和62）年と1986 （昭和61）年の年間降水量はそれぞれ2,633.3mraと2,746.9minであり、平均

年間降水量を下回った。 1989（平成元）年は4,404.4mmで、非常に降水量の多い年であった。



４　観測結果

4.

1　宮ノ下、底倉

元温泉村50号泉:1984

（昭和59）年４月からの源泉の温度、湧出量及びcr（塩素イオン）濃度（Cト）

の測定値を表３に、そのグラフを図３に示す。

1984

（昭和59）4月～1990

（平成元）年３月の最高温

度は76.2°C、最低温度は62.2°Cで、湧出量の多いときほど温度が高くなる傾向がある。

1985

（昭和

60）年～1986

（昭和61）年には温度が高いときのc＼~は、温度が低いときに比べて相対的に減少する

傾向が見られるが、1987

（昭和62）年以後はその傾向はみられなく、単純に減少している。

　源泉の経年変化をみる場合、各年の最高値だけまたは最低値だけを結び、その傾きから経年変化を

求める方法がある。この方法は最低２年観測すれば、経年変化が求まり、短期間の観測に有効である。

しかし、データ数が多くなり、観測期間が長くなると統計処理して経年変化を求めることが可能とな

る。今回は、これら測定値を最小二乗法により直線回帰し、温度、湧出量、c-の経年変化を計算し

た。以後、他の観測源泉についても同じ方法により経年変化を計算した。

50号泉の計算結果では温度

が年間1.4℃低下し、湧出量が年間0.3

ぞ/min減少し、c-濃度が年間35ppm減少している。

元温泉村62号泉、63号泉：この二つの源泉の湧出口は近接しており、季節間の温度や湧出量の変化は

著しい。これらの源泉は降水量の多い夏期に湧出量が最高になり温度も高くなるが、渇水期の２月末

図３　元温泉村50号泉の温度、湧出量、CI一濃度



表３　宮の下および底倉の観測源泉の測定値

観測日

(年月日)

元温泉村50号泉 元温泉村62号泉 元温泉村63号泉

温　度

　(℃)

　湧出量

(£/min)

　cr
(ppm)

温度

　(℃)

　湧出量

( £/min)
　C｢
(ppm)

温度

　(O

　湧出量

( £/min)
　C｢
(ppm)

59. 4 . 27
59. 10. 16
59. 12. 27

76.2

74.0
72.6

16.

60. 1 . 31
60. 2. 27

60. 3. 28
60. 4. 16

60. 4. 26
60. 5. 13

60. 5. 31
60. 6. 10

60. 7. 25
60. 8. 29

60. 9. 30
60,.10.18

60. 10. 24
60. 11. 25

60. 12. 18

72.0
72.6
73.3

73.3

73.1

73.3
74.5

73.6
72.7

72.4

71.6
71.6

4.0

4.8
7.8

7.4

4.6

4.5
6.8

6.3
6.4

5.8

4.9
4.4

684.5

672.6

651.5

643.4

633.9

634.1

79.5

80.6

80.3

80.3
78.2

78.9

77.0
77.1

3.2

3.0

2.8

2.5
2.8

2.8
2.7

2.6

635.8

688.5

697.8

704.4
708.4

70.7

71.9

73.7

74.0
70.0

73.2

70.4
71.3

5.4

5.3

6.2
6.1

6.0

5.1
5.4

695.5

648.4

652.7
654.3

６

６
６

６
６

６
６

６
６
６

６

. 1 . 31

. 3. 5

. 4. 25

. 5. 23

. 6. 26

. 7. 24

. 8. 28

. 9. 25

. 10. 23

. 11. 27

. 12. 23

70.1
69.4
72.3

73.3

73.3
72.6
72.5

72.3
71.6

69.8
68.1

3.5
2.7
5.0

7.0

5.4
4.3
4.3

4.6

5.4
2.8
1.5

643.8
647.0

633.3
626.3
608.4

600.5
607.0

609.4
600.9

75.9
72.6
73.8

77.7
78.1

78.7
77.3

76.0
73.5

71.5
70.2

2.5

2.3
2.3

3.2
3.0

2.9
2.3

2.6
2.4
2.5

2.1

712.5
698.4

647.8

639.6
642.2
652.7

646.0
651.5

645.6
650.7

68.1
67.1

68.9
69.6

71.3
71.4
71.4

70.4
69.0

67.6
66.3

　　　4.2
　　　4.2

　　　4.4
オーバー･フロー

オーバー･フロー
オーバー･フロー

　　　4.2
　　　4.9

　　　4.8
　　　5.1
　　　4.1

633.9
607.6

610.4
598.5

589.7
593.7

599.9
575.0
565.6

62. 1 . 27
62. 2. 25

62. 3. 25
62. 5. 1

62. 5. 22
62. 6. 25

62. 7 . 27
62. 8 . 24

62. 9. 28
62. 11. 9

62. 12. 10

68.2
67.7
58.2

68.2
68.6

69.4
70.7

69.6
68.6

68.4
68.4

1.8
1.5
3.3

1.6
1.6

3.0
4.7

3.6
2.5

3.3
3.8

579.0

69.7
66.7
67.5

69.5
69.8

71.0
71.9

71.9
69､1

66.7
70.3

2.2
2.0
2.0

1.9
1.8

2.0
2.1

2.2
2.2

2.2
2.7

575.0

60.8
65.1
64.3

63.3
63.6

64.2
64.5

65.5
57.6

61.9
61.5

3.6
3.7
3.8

3.8
3.5

5.6
4.6

4.9
4.3

4.7
4.3

482.0

63. 1 . 27

63. 2. 26
63. 3. 28

63. 4. 25
63. 5. 19

63. 6. 23
63. 7. 22

63. 9. 5
63. 10. 13

63. 11. 11
63. 12. 14

66.0
66.0

58.2
69.4

69.1
69.8

70.1
69.9

69.8
68.3

67.4

1.0
0.2

5.0
6.9

5.0
5.3

7.1
6.1

6.5
3.3

2.6

561

559
554

549
549

485
520

520

68.9
67.1

67.0
68.3

69.3
70.1

70.7
68.8

67.2
66.2

64.4

2.2
2.1

2.1
2.2

2.3
2.4

2.1
2.1

2.1
2.

1.0

559
569
564

561
559

559
573

561

58.8
58.8

59.0
59.9

60.5
61.8

62.8
65.1

66.1
66.0

65.5

3.2
3.3

3.4
4.5

4.6
4.8

4.7
5.6

5.7
5.3

4.3

467
457

464
483

483
515
505

556

. 1.

. 2.

. 3.

. 4.

. 5.

. 6.

. 7.

. 8.
．9.

. 10.

. 11.

. 12.

２
５

６
９

７
６

２
５

８
５
６

８

66.0
66.2

68.3

68.6
68.4
67.8

69.7
69.6

69.2
68.2

67.5
65.1

0.8
4.2

5.0

5.7
4.7
3.2

7.2
6.6

6.1
5.2

5.5
0.4

477

533
528
525

525
520

520
515

515
505

61.6
57.0

54.6
52.5

52.3
51.5

47.4
47.1

1.3
1.0

0.9

0.5
0.6
0.6

0.5
0.4

0.3
0.2

0.2
0.1

565

590
585

595
590

608
595
585

585
605

64.6
61.5

64.3

64.6
65.4
65.8

66.9
67.8

67.2
66.1

65.3
63.5

4.2
3.9

4.5
4.4

4.2
4.8

4.8
5.7

5.0
4.3

4.3
3.6

490

525
535

545
545

565
560
550

555

550

2. 1 . 22

2. 2. 23
２　３　14

67.5
65.7
62.2

5.5
2.7
2.3

490
510

62.0

62.9
62.1

3.4

3.8
3.6

530
540



から４月にかけて湧出量が

減少し温度も低くなる。

1988(昭和63)年の夏までは

62号泉の温度は66.7～

80.6°Cで63号泉より4 ~

9°C高かったが､1988(昭和

63)年の秋から湧出量が減

少したため、著しく温度が

低下している。その後も減

少を続け､1989(平成元)年

中に停止した(図4)。62号

泉の経年変化は温度が年間

6.0°C低下し、湧出量が年

間0.6i./min減少し、Cl-

濃度が年間27ppm減少し

ていた。63号泉の経年変化

(図５)は温度が年間1.7°C

低下し、湧出量が年間

0.2ぞ/min減少し、c－濃

度が年間27ppm減少して

いる。また、Cに濃度は62

号泉、63号泉とも経年的に

減少しているが、1988(BS

和63)年以降は横ばいから

上昇気味である。

元温泉村68号泉：この源泉

の1984(昭和59)4月～1990

(平成元)年３月までの湧出

状況を表３と図６に示す。

温度は1984(昭和59)年４月

に70.6°Cであったが､毎年、

低下し､1988(昭和63)年３

月には26.9℃まで低下した。



図４　元温泉村62号泉の温度、湧出量、CI一濃度

図５　元温泉村63号泉の温度、湧出量、cr濃度



その間の湧出量は9.1i /min、2.8と/minに減少した。その後、やや回復の傾向がみられる。c-の

最高は1985昭和60年11月で663.5ppm、最低は1988 (昭和63)年５月151ppmであった。この源泉のCl

－濃度は、湧出温度が高いときに多く、温度が低いと少なくなる。この理由は湧出口と温泉水位がほ

ぽ同じ高さにあるため、渇水期に温泉水位が低下すると、地下水が混入し、温度やcr濃度が低下す

ると考えられる。ただし、1985 (昭和60)年以前は温泉水位が湧出口より高かったので、極端な温度

低下は生じなかった。 68号泉の経年変化は温度が年間5.4t:低下し、湧出量が年間1.1^ /min 減少し、

c‾濃度が年間47ppm減少している。

元温泉村28、29号合併泉：蛇骨湧泉群で最も温度の高い温泉を湧出している源泉である。この源泉の

観測は1985 (昭和60)年９月から始めた。湧出口に危険な場所にあるので、湧出口から約20 m導いた合

流槽で温度の測定を行っている。そのため湧出口では90°C台であるが､合流槽では80°C台に低下してい

る。1986(昭和61)年中の温度とCl-との関係は50号泉と同様に､温度の高いときにc‾は少なく

(685.5ppm)､温度が下がるとc‾は相対的に多く(756.8ppm)なっていた。その後の1988 (昭和63)年～

1989(平成元)年では温度が高いときにc-が多い場合が多い。28､29号合併泉の経年変化は温度が年間

0.7°C低下し､c-濃度が年間28ppm滅少していた。この源泉には地下水の混入が少ないので､地下の温

泉源の経年変化を代表していると考えられる。なお､この合併泉の湧出量は測定していない(図7)。

図６　元温泉村68号泉の温度、湧出量、Cl一濃度



４。２　姥　子

元元箱根村４号泉（姥子湧泉）：この湧泉には岩風呂と水晶風呂の２つの湧出口がある。本調査期間

中の岩風呂の最高温度は54.4℃、最低温度は38.0℃、水晶風呂の最高温度は54.6℃、最低温度は

27.

O℃であった。また、湧出量の最高は998

i

/minであった（図８）。この湧泉の観測を開始した

1968昭和43年当時の夏期の湧出量は3000

i

/minにも達していた。この湧泉の湧出機構について、大

山ら（1991）が報告している。それによると、地下に浸透した新しい降水量の80～90％が降雨後２～

３ヶ月で湧出する。また、姥子周辺の開発により湧出量が減少し、湧出開始時期が遅れるようになっ

た。表２、図２の降水量と図８を対応させてみると、1984

（昭和59）年、1986

（昭和61）年、1987

　（昭和62）年の降水量の少ない年は湧出期間が短く、1988

（昭和63）年～1989

（平成元）年は降水量

が多い年で、湧出が長いことがわかる。また、1989

（平成元）年のように降水量の非常に多い年でも

最高1000

I

/min止まりで、1968

（昭和43）年当時と比較して、湧出量が減少している。

元元箱根村20号泉：竪型エアーリフトポンプで揚湯される温泉の最高温度は54.9℃、最低温度は

37.3℃であった。この源泉の特徴は、夏期に揚湯量が増加し、温度が低下する。その理由は夏期に降

水量の増加により、浅層の地下水位が上昇し、源泉の水位を上昇させるためと考えられる。

1984

（昭

和59）年からの経年変化は温度が年間0.18°C低下し、湧出量が年間0.5^

/min

増加している。（図９）。

図７　元温泉村28,29号合併泉の温度、cr濃度



図８　元元箱根村４号泉の温度、湧出量

図９　元元箱根村20号泉の温度、揚湯量



４。３　芦之湯

元芦之湯村１号泉（仙液湯）：この源泉は、古くからよく知られた湧泉である。温度は34.4～43.4°C

の範囲にある。 1984 （昭和59）年頃は冬期に湧出を停止したが、最近は暮れから新春にかけても湧出

を続けている。この源泉の1985 （昭和60）年からの温度の経年変化は年間0.25°C低下している（図

10）。

元芦之湯村９号泉：深さ70 mの井孔からエアーリフトポンプで揚湯されている。調査期間中の温度は

63.9～66.8°Cの範囲にあるが、1985 (昭和60）年６月、７月に1.0~1.8°C上昇した。その後、温度は

少しづつ上昇し、1988 （昭和63）年以降は横ばいになり、平成元年からやや低下ぎみで、昭和59年

　（1894）の温度に戻った。この源泉の1984 （昭和59）年からの温度の経年変化は年間0.03°C低下して

いる（図10）。

5　まとめ

　箱根宮ノ下の元温泉村50号泉や、底倉の蛇骨湧泉群において温度の低下、湧出量の減少、cr濃度

の減少が著しい。 1984 （昭和59）年～1989 （平成元）年の経年変化は、宮の下の元温泉村50号泉で温

度が年間1.4°C低下し、湧出量が年間0.3ぞ/min減少し、c-濃度が年間35ppm減少している。同様

図10　元芦之湯村１号泉、９号泉の温度



表４　姥子および芦之湯の観測源泉の測定値

観測日

(年月日)

元元箱根村４号泉 元元箱根村20号泉 元芦之湯村1号泉 元芦之湯村９号泉

岩風呂 水晶風呂 湧出量

( 2/min）

温度
　(O

　湧出量

り/min）

温度

(O
温度
CO

　湧出量

り/min）温度(O 温度(°C)

59. 4
. 27

59. 6. 18

59. 8
. 1

59. 9.
10

59. 10. 16
59. 12. 27

44.3

50.4

43.9

48.6

この日湧出なし

　6 月28日頃
　湧出しだす

　湧出なし
　湧出なし
　湧出なし

51.1

51.2
54.3

54. 1

15.6

14.6
11.0

　6.6

湧出なし
湧出なし
湧出なし

64.5

64.2
64.2
64.3

225

60. 1 . 31
60. 2 . 27

60. 3
. 28

60. 4. 16
60. 4 . 26
60. 5 . 31
60. 6 . 20
60. 7 . 25
60. 8. 29

60. 9
. 30

60. 10. 24
60. 11. 25
60. 12. 18

45.2
49.9
52.2
53.0
53.4
52.0
48.3
38.0
50.7
42.6

46.7

52.2
54.4
52.7
51.6
46.0
30.0

51.8

湧出なし
湧出なし

　　340

　　890
　　615
　　395
　　355

　　415水面のみ
水面のみ

　　215
水面のみ
湧出なし

47.8
51.9
52.1
38.4
40.2
48.6

48.3
44.9
51.3
50.8
49.6
51.8
53.6

　1.3
　3. 1
　7.2
25.5
19.9
20.5
23.5

　9.0
　4.1
　4.4
　1.9
　4.0
　0.6

湧出なし
湧出なし
　40.1

　41.0
　40.9
　39.6
　36.4
　38.5
　37.7
　39.0
　40.3
　39.9

63.9
64.0
64.4

64.2
64.3
65.3
66.1
65.7
65.3
65.4
65.3
65.1

６
６

６
６
６
６
６
６

６
６
６

. 1 . 31

. 4. 25

. 5. 23

. 6. 26

. 7. 14

. 7. 24

. 8. 28

. 9. 25

. 10. 23

. 11. 27

. 12. 23

48.4
50,9
54.4
51.8
52.4
50.7

52.0
47.0

47.4
49.7
54.6
54.2
53.4
46.9
53.1

湧出なし

　　277
　　882
　　221

　　82
　　307
水面のみ

　　170
水面のみ
湧出なし
湧出なし

48.8
51.7
45.2
50.7
50.8
50.3
52.6
50.8
52.4
54.2
53.1

　2.0
23.0
27.2
19.4
20.0

　9.4
　5.6
　7.4
　4.1
　7.2
　2.0

34.4
42.0
39.9
39.6
39.5
39.6
40.3
39.0
40.2
41.2
41.3

65.4
65.6
65.3
65.9
65.9
65.8
66.1
65.7
65.6
65.6
65.5

62. 1 . 27
62. 2. 25
62. 3. 25
62. 5. 1
62. 5 . 22
62. 6 . 25
62. 7. 27

62.
8 . 24

62. 9. 28
62. n. 9
62. 12. 10

47.9
51.8
50.1
31.5
44.1

51.8

53.7

46.1

湧出なし
湧出なし
湧出なし

湧出なし
湧出なし
　　36

　717

　　63
水面のみ
水面のみ
湧出なし

54.3
54.7
54.9
52.9
54.8
51.6
37.3
50.3
54.0
53.7
54.5

　9.0
　8.8
12.0

　0.0
　1.3
　7.0
21.4

　8.2

　5.6
　8.1
　0.8

41.6
42.8
41.8
42.8
43.4
42.2
41.0
41.6

41.9
42.3
42.9

65.1
65.6
65.6
66.0
65.8
66.0

66.8
66.0

65.8
65.9
65.6

63. 1 . 27
63. 2. 26
63. 3 . 28
63. 4. 25
63. 5. 19
63. 6. 23

63.
7. 22

63.
9. 5

63. 10. 13

63.
11. 11

63. 12. 14

43.0
47.0
43.7
51.3
50.6
49.7
50.8
42.5

32.8
48.6
41.2
51.9
52.9
49.7

27.0

湧出なし
湧出なし
水面のみ

　288水面のみ

　259

　　95
　589
　717
水面のみ
湧出なし

52.9

53.0
48.0
51.0
43.0
48.6
38.8
42.8
50.2
54.8

　2.9

17.8
20.9
16.7
20.9
18.8
20.0
22.2
14.2

　7.8

41.1

42.2
41.2
42.6
41.1
40.3
36.6
35.4
34.3
38.9

65.7
65.5
65.3
65.4
65.3
65.5
64.1
65.7
66.0
65.7
65.5

. 1.

. 2.

. 3 .

. 4.

. 5.

. 6.

. 7.

. 8.

. 9.

. 10.

. 11.

. 12.

２
５
６
９
７

６
２
５

８
５

６
８

50.2
51.7
52.1
46.7
52.1
50.6
50.8
50.5
51.7
44.5

53.2
53.1
50.0
52.0
49.7
50.5
51.4
51.7

湧出なし
湧出なし

　　465
　　213
　　359
水面のみ

　　717
　　998
　　854
　　359

　　467
水面のみ

48.7
53.2
43､2
50.4
50.1
52.0

41.8
45.6
49.8
50.0
52.1

　1.0
13.0

20.9
19.2
20.2
12.8

19.6
20.3
18.3
19.2
13.2

38.4
38.3

40.0
40.3
39.6
40.1
38.0
36.7
37.0
38.3
38.1
38.5

65.2
64.9
65.0
65.0
64.9
65.0
65.0
64.9
62.1
64.9
64.8
64.5

2.
1 . 17

2. 1 . 22

2
. 2 . 23

2. 3. 14
45.5
48.1

47.5
49.7

湧出なし
湧出なし

　　50
　180

53.5 8.9
39.2
39.8
39.8

64.3
64.0
64.0



に、底倉の蛇骨湧泉群で温度が年間0.7~6.0°C低下し、湧出量が年間0.2~l.U /min 減少し、c－濃

度が年間27～47ppm減少している。この周辺の温泉開発は1950 （昭和25）頃から始まり、以後、

1974 （昭和49）年頃まで、高度経済成長とともに急速に開発が進んだ。また、地下水開発は1970 （昭

和45）年以降活発になりだし、昭和52年以後急激に増加した。この周辺の温泉開発と地下水開発と蛇

骨湧泉の温度低下や湧出量の減少とが密接に関係していると考えられている（大山ら、1985a、

1985b）。

　姥子湧泉（元元箱根村４号泉）では、例年、湧出期間が短くなっている傾向がみられていたが、

1988 昭和63）年～1989 （平成元）年は降水量が多いこともあって温泉湧出期間が長かった。しかし、

1968（昭和43）年当時の湧出量に達していない。

　芦之湯の元芦之湯村９号泉の温度が1985 （昭和60）年６月、７月にl.o～i.s℃上昇し、その状態が

続いていたが、その後やや低下し、1894 （昭和59）年当時の温度に戻った。
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写真１　元元箱根村４号泉（姥子湧泉）の温泉が滝のように流れ込んでいる秀明館

　　　　の庭の池。ここは箱根の観光名所となっている。

　　　写真２　元芦之湯村１号泉(仙液湯)の湧出地。温泉は浴槽の各所から湧出している。


	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


